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登場人物
女子アナ　木下浩子：　間瀬夢子
ディレクター　小野三郎：　島津良太
ディスクジョッキー　P-TAN：　渡邊匡崇
放送作家　橋本一平：　伊藤圭祐
ミキサー　江川明：　川田智之
経理係　菊池智典：　鈴木祐典
アイドル歌手　星野エリカ（蒲池紗子）：　飯島瞳
社長　大沢浩介：　伊藤敏朗
謎の女性　大沢美佐子：　青木早苗

謎の女性の子ども　大沢桜：

子どもの保母　中西玲子：
受験生リスナー　室田章雄：　古谷雅史
リスナーの姉　室田菜穂子：　益田奈央子

リスナーの姉の友人　荒木優子：　吉野優子

乳母車の女性　飛田真紀：　岡崎友美

ホテル（結婚式場）新婦　冬野鳥子：　吉田晃子

ホテルの新郎　夏野虫雄：　塩澤浩介

ホテルの従業員　W.パンチャイ：　W.パンチャイ

ホテルの客たち：　石井宏昭、川口日出樹、増田有記ほか
街の通行人たち：

スタッフ

原作：　神村尚之　

脚本：　増田有記・佐藤陽弐・伊藤敏朗

監督：　増田有記

監修：　伊藤敏朗

チーフ助監督：　古谷雅史（進行・連絡・日程調整）

セカンド助監督：　塩沢浩介（記録・カチンコ）

サード助監督：　鈴木祐典（スチル・メイキングビデオ・交通整理）

出演部：　島津良太・間瀬夢子（日程調整・衣装・小道具）

撮影部チーフ（チーフキャメラマン）：　川口日出樹

チーフキャメラ助手：　吉野優子（露出・色彩計測＝ホワイトバランス）

セカンドキャメラ助手：　岡崎友美（モニター、フォーカス）

サードキャメラ助手：　渡邊匡崇（テープ・バッテリー管理、三脚）

特機・グリップ・操演：　吉田晃子（ドリー、三脚）
照明部チーフ：　伊藤圭祐

照明助手：　古谷雅史・川田智之

録音部チーフ：　益田奈央子

録音助手：　石井宏昭

美術部チーフ：　W.パンチャイ（大道具）

衣装部チーフ：　石井宏昭（小道具）

車輌部チーフ：　川田智之（車輌手配・駐車場管理）

音楽コーディネーター：　古谷雅史

ポスターデザイン：　間瀬夢子

テーマ音楽：　伊藤敏朗

1.サクラFM社屋
　　青空を背景に、アンテナが立っている。（クレジットタイトル）カメラが降りてくると、こじんまりとした旧サクラＦＭの社屋である。社屋の前に足をとめて見上げていた浩子、ドアを開けて建物に入る。浩子、室内を見渡す。壁から上半分が垂れているポスター。浩子がめくりあげると、猫がマイクを持ったイラストに、「あなたの街のサクラＦＭ」の汚れた文字。浩子、小さくため息を吐いてふりかえり、室内を懐かしそうに見渡す。

浩子「（モノローグ）みなさんはサクラＦＭという放送局があったことを覚えていますか。そこは小さくて、怪しげで、でも、とてもたのしい地域ＦＭ局だったのです。」
2.サクラ市街[夕景]（タイトル）
　　タイトル「さよならサクラFM」。

サクラ市の夕景。ラジオ放送の音声が重なる。テーマ音楽が始まる。

ラジオの音楽「（ラジオのテーマ音楽の歌詞）♪サクラFM、サクラFM、あなたの街のサクラFM♪」

　　テーマ音楽に重なる、ディスクジョッキーP-TAN（ピータン）の声。
P-TAN「（ラジオの声）みなさん、こんばんはー。今夜もサクラFM放送開始のお時間がやってまいりましたー。でもって、水曜日のプログラムは、（テーマ音楽かわり、エコーがかかる）、『困ったときのP-TAN身の下相談室　それで今度はどうしたの？』さ、いってみよっかあー！」

テーマ音楽とP-TANのしゃべりが続く。学生服の受験生（浪人生）が夕暮れの街を、車道から住宅街へと走っていく。出演者クレジット。

3.リスナー（受験生）の家
　　受験生、自宅に駆け込むなり靴を脱ぎ捨てて階段を駆け上がっていく。エプロン姿で出てきた姉、階段の上にむかって言う。

リスナーの姉「章雄、帰ったのぉ～。」

4.リスナー（受験生）の部屋

受験生、自分の部屋に走りこむと、机の前のラジオのスイッチをひねる。ラジオからサクラFMの放送音声が途中から聞こえてくる。

P-TAN「（声）ということで、今夜スタジオにお呼びしたのは、キャピキャピの女子高生三人組でーす。一人づつお名前言ってくれるかな～。」

女子高生・明美の声「（声）明美でーす。」
由佳の声「（声）由っ佳でーす。」

トン子の声「（声）トン子でーす。」

P-TAN「（声）うひゃひゃあ。三人とも、このままモー娘にでも入れそうな、カワイコちゃんだねぇ。明美ちゃんは、スレンダーでキュート！（明美の声「えへへ」）由佳ちゃんは、おいおい歳に似合わずグラマーだねっ！このまま水着着てレースクイーンやったら似合いそうだねっ！（由佳の声、「やだーん、エッチー！」）トン子ちゃんは、着ぐるみ系かな！（トン子の声「ぶー」）」

受験生、女子高生たちの声に、目をかがやかせ、唾を呑みこむ。
5.スタジオ（一部調整室）

　　サクラＦＭのスタジオで、P-TANのしゃべりが続く。調整室にもスタッフの姿。
浩子「（モノローグ）サクラFMは夜の8時から12時まで、毎晩、放送されていました。ローカルな話題をローカルなディスクジョッキーが、好き勝手にしゃべりまくるという放送です。私は新人アナウンサーの浩子。もっとも、私の場合、アナウンサーというよりはー…」
　　スタジオの出演者はDJのP-TAN と、浩子の二人。女子高生３人の声を浩子が一人で演じている。遊び歩いてばかりの女子高生の話しをP-TAN がさらに煽って、あることないことを喋らせている。
P-TAN 「やれやれ、きょうびの女子高生はこれだからコマッチャンだよぉ。親の顔が見たいね。ということで、実は！今日は君たちのお母さんにも来てもらいました！」
　　浩子、一人で女子高生とその母親の声の４人分を演じ分けている。
浩子「（明美の声色）え～お母さん呼んだのぉ！嘘っお」
P-TAN「お母さんどうぞ！」
浩子「（明美の母親の声色）明美！さっきから聞いてたらなんてこと！」
浩子「（明美の声色）やだやだお母さんどうしてきたの！」
浩子「（由佳の声色）明美のお母さんですか、はじめましてぇ」

浩子「（トン子の声色）ぶー！」
　　（以下、ラジオ音声続く）
6.調整室（一部スタジオ）
　　スタジオとガラスで仕切られた調整室、ディレクターの小野が台本にチェックをいれている。調整室の後方では構成作家の橋本が鉛筆をなめてクロスワードクイズに熱中している。
小野「ねぇ、橋本さん、このホン少しやりすぎなんじゃないすかねぇ。」
　　橋本、クイズから目もあげずに言う。
橋本「きょうびの女子高生ったらこんなもんだ。」
小野「あいかわらず強引だなぁ。」
　　ミキサーの江川、調整卓の上でほお杖をつきながら、ぶっきらぼうに言う。
江川「いいじゃん、浩子ちゃんだって結構ノってるしさ。」
小野「いや放送モラルの問題としてですよ。」
橋本「うちの放送、誰がそんな神経つかって聞いてるってんだ。」
江川「ちがうんすよ、橋本さん。小野は浩子ちゃんにこういうのやらせるのが嫌なんですよ。」
小野「そういう意味じゃないですよ。」
江川「じゃ、どういう意味よ。」
橋本、パズル本から目をあげずにつぶやく。
橋本「僕はぁ、浩子ちゃんのことが大好きでーす。」
江川「あ、橋本さん、それもう一回。」

とケーブルつきのマイクをとりだして、突き出す。
橋本「よっしゃあ。ちょいエコーかけて。」

江川「はーい。」

橋本、クイズ本を放り出してマイクをとろうとする。
小野「ちょ、ちょっとやめてくださいよ。」
　　３人、放送そっちのけで、子供のようにマイクをとりあってもめる。そこへドアの開く音。社長と経理の菊池が一緒に入ってくる。

社長「ほいほいほい。お疲れさん。」
橋本「あ、社長！おつかれさまでっす！」

江川「お元気でしたか！」
橋本と江川、とたんに直立不動で社長を迎える。マイクを握った小野、あわてる。社長の後ろからは経理担当の菊地が、なんども頭を下げながら入ってくる。
社長「おう元気元気、元気の大盛りカレーだよ。いやここんとこ、いろいろ人を追いかけたり、追いかけられたりで、忙しくてさ。今日も、これから人に会うからすぐ失礼しちゃうけど。スタジオになかなか顔だせなくて、まかせきりで悪いね！小野ちゃん！」

　　社長、小野の肩をポンとたたく。小野、申し訳なさそうに頭を下げる。

小野「あ、すみません。つい、こんな番組になっちゃって。」

社長「うん、最高だ！。特にこの番組は、いいね！」

小野「はぁ？」

　　小野にかまわず、社長、浮かれてしゃべりまくる。

社長「”P-TAN身の下相談室”！ホント冴えた番組だよ！P-TANの話術は天才的だね。それに、浩子ちゃんってのもこれ、当たりだったよねぇ。声優志望だったちゅうけど、さすがだ！20人分くらいの声、出してくれてるもんね。取材費も人件費も浮いて、ほんと助かっちゃう。このコンビを君達が強力にサポートしてくれてればさ、ねぇ！」

と３人にふりかえる社長。でれっとした顔でうなずく橋本と江川。

社長「優秀な構成、優秀なミキサー、そして優秀なディレクターがいれば、わが社の未来は安泰だ！なぁ！あはははは！」
橋本「いやあ、社長あっての俺達ですから。なぁ」

江川「ほんとすよ、えへ。」

小野、あっと気が付いたように、あわてて。
小野「いったんＣＭに入ります。五島商会さん特売り、90秒。」

　　スタジオで、P-TANが浩子の喋りに割って入る。

P-TAN「ちょ～っとお母さん、ここでCM入りますからね。冷静に！冷静にお願いしますよお母さん！」

浩子「（明美の母親の声）あけみ～！」

江川が、テープをまわして、ミキサーを操作する。地元商店の安直なCMソングが流れる。ブース内のP-TAN、CMソングにあわせて歌っている。浩子、ヘッドホンを外してふうぅと息を吐くと、ブースの外を見て社長と目があい会釈する。社長、笑みをうかべて浩子にちょこちょこと手を振る。

小野「社長、どっか行くんじゃなかったんですか。」
社長「おう、行かなきゃ。僕、ほんと忙しくて。じゃ、よろしく！」
橋本・江川・菊池「いってらっしゃいませぇ。」
社長、出て行こうとする。小野、ぼそっと一人言。
小野「…じゃ、なんのためにきたんだよ。」
行きかけた社長が振り返り、満面の笑みでにっこりする。小野・橋本・江川の３人、その笑顔にぞっとする。
社長「そうそう。そういえば、みんなにも話しときたいと思うんだけどね。」
橋本「はい、なんでしょう？」
社長「うん、実はさぁ、こんどうちの局でアイドルを発掘して、ＣＤデビューをさせたいなと思ってね。」
小野「またですか。前にもなんだかんだで失敗したじゃないですか。」
社長「いや、それがさ。今度の子は、すっごい。すっごい、いい子。実は、今日、ちょこちょことデモテープも録音してきちゃってさ。この曲がまたいいんだ。で、その子が売れるだろ、そしたら会社の赤字なんかいっぱつで解消だよ。いやもしかしたら一気に黒字になるんじゃないかな。はっはっはっは。」

小野・江川「おー」
感心したふうな顔で頷きあう橋本と江川。小野は苦い表情。
社長「でね。明日、CDジャケットの写真撮りなんだけどさ、その後で小野ちゃん、ちょっと会ってやってくれる？デビューコンサートの打ち合わせしたいのよ。」
小野「え、もうそんなとこまで話、進んでるんですか。」
江川「小野、ＣＭあけるぞ。」
小野「え、あ。」

小野、困惑の表情のまま、スタジオにむかってキューを出す。

小野「ＣＭあけます。はい、キュー。」

　　スタジオで、ふたたびP-TANと浩子の喋りが始まる。
社長「まあそういうことだから、明日一時にエレガンスホテルのロビー。よろしく。」
社長、出て行く。菊池、ドアをあけて送り出し、おじぎする。
橋本・江川「いってらっしゃいませー。」

　　社長を見送った橋本、とたんに菊池の襟首を掴んで詰め寄る。
橋本「おい、菊池、アイドル歌手ってどういうことだよ。」
小野「ほんと何考えてんだか。」
橋本「その子かわいいのかよ。」
菊池「社長にいわせると、若いときの加藤登紀子に似てるって。」
橋本「おーそれなら美人だ。よし許す！」
江川「加藤登紀子って誰？」
小野「そういう問題じゃないでしょう。まえに民謡歌手で失敗したばっかじゃないすか。これ以上会社の赤字増やしてウチがやってけると思ってんですか。どうなんすか、菊池さん。」
菊池「あ、いや、そりゃもう、とっても苦しくて。今月の資金繰りも、あ、そりゃもう。」
橋本「芸術ってのは、儲からないものだからさ。」
小野、放送台本を叩きながら、ほとんど涙声。
小野「これのどこか芸術なんですかぁ！」
　 アナウンスブースの中の浩子、心配げに調整室のほうを見ている。P-TANが絶叫する。
7. ホテルのロビー
　　ホテルのロビーで、結婚式を控えたウエディングドレスの新婦と親族が談笑などしている。新婦のドレスに気をとられる浩子。となりで落ち着かない小野。
小野「浩子ちゃんごめんね。付き合わせちゃって。」
浩子「え、ううん、今日は非番だし。…それより、社長がたちあげた企画って、あんまし成功したことないって聞いたんだけど。」
小野「いやあ。どうかなぁ。あんましっていうか、ぜんぜんっていうか、あははは。」
浩子「…やっぱ、うちの会社、危ないのかなぁ…。」
　　小野苦笑い。
小野「まあ、こんどはアイドル路線てっことで、民謡よりは…。」
そこに社長、少女歌手を連れてやってくる。少女は紙袋を手に下げている。小野と浩子が立ち上がる。
社長「いやいや遅れてごめん。スタイリストが衣装に凝っちゃってさ、でね、こんど頭にこういうのを生やすんだって、こういうの。いや、ほんとはさ、僕がいろいろこだわっちゃたんだけどね。えへへ。」
小野・浩子「あはは。」
社長「で、この子が！昨日お話した星野エリカちゃん、でーす。」
エリカ「星野エリカです。よろしくおねがいします。みなさんの心に届く歌を歌いたいです。」
小野「あ、どうも。デイレクターやってる小野です。」
浩子「アナウンサー見習い中の木下浩子です。よろしくね。」
エリカ「よろしくおねがいします。出身は群馬県川場村ですけど、こんど東京都になります。趣味はぬいぐるみ集めでぇ、うさぎさんのぬいぐるみが好きなんです。お休みの日には、クッキーを焼いてます。私の焼き方はお母さんから教わったんですけど、カントリーマームの系統でぇ、アップルとぉシナモンとぉ（ずっとしゃべり続ける）…」
小野、小声で浩子に耳打ちする。
小野「意外にまともだね。｣
　　ぽかんとしていた浩子、びっくりして小声で叫ぶ。
浩子「そうなんですか！｣
小野「まえの民謡歌手に比べれば。」
浩子「えーっ」
社長「なになに、うん？」
小野・浩子「いやなんでもないです。」
社長「うん。で、さっそくだけど、昨日、デモテープ、できたよ、できた。これ！ホントにいいよ。で、とにかく２人に、まっさきに聞いてもらいたくてさぁ。とにかくこの子の唄！一度聞いたら虜だよ、トリコ。エリカちゃんは第８回川場村音楽の夕べで優勝したの、ねー！」

　　喋るのをやめて頷くエリカ。社長、ご満悦の表情。

社長「僕、そんとき会場で聞いてて鳥肌たっちゃった！なんというかなぁ、若いときの加藤登紀子の艶っぽい声、ルックス、いや、それを超えてる。今のアイドルにはない何かをこの子は持ってる。僕にはわかるんだよ。そもそも僕が昔ディスクジョッキーやってた頃にはこういう歌手は…。」
　　しばし呆然としていた小野・浩子。社長の声をさえぎって小野がきりだす。
小野「そ・それじゃ、聴かせていただきますよ。」
浩子「そ・そうですね。聴きましょう。」
社長「あっそうだね。じゃさっそく。でさ、やっぱ生じゃないとわかんないからさ、このテープ、伴奏だけだから、エリカちゃんここで歌ってくれる？」
エリカ、しっかりと頷く。
エリカ「心をこめて、エリカ、歌います。」
　　社長、持ってきたラジカセのスイッチを押す。前奏からアップテンポに盛り上がっていくのにあわせ、エリカ、紙袋の中からボンボンをとりだすと、拍子をつけて踊り出す。エリカ、息を吸い込み歌い出した瞬間、まるで外れた音程とリズム。ホテルの客たちが一斉にずっこける。新婦は泣き出し、新郎は怒って社長と揉みあいになり、それに従業員が割ってはいって拍車をかけ、ロビーは大騒ぎになる。

　[静止画像で演出する]

浩子「（モノローグ）このあとのエリカさんの歌は、みなさんにはお聴かせしないほうがいいと思いますが、とにかく、ちょっとした騒ぎになってしまい、私たちは、そうそうにホテルからつまみ出されてしまったのでした。」

8. 橋の上[夕景]
橋の欄干に両肘をついて、頭を抱えて唸っている小野。
小野「ちょっとでも大丈夫かなと思った自分が恥ずかしい。」
浩子「…小野さんのせいじゃないから。」
　　小野、カラ元気をだして冗談めかす。
小野「…浩子ちゃん、やっぱつぎの仕事、考えといたほうがいいかもね。」
　　浩子、気を取り直したように、
浩子「うーん、そうなったら私、もうこの仕事やめちゃう。」

小野「えー、浩子ちゃん、アナウンサーめざして頑張ってんじゃない。」

浩子「でも。…いまやってるのは、自分の声じゃないし。彼氏にも、やめちゃえよって言われてるんですよ。結婚するまでにはやめてくれって。」

小野「そ・そっかぁ、それもそうだよね。」
　　小野、衝撃をうけているが、ひた隠す。
小野「結婚式は、いつごろ？。どこでやるの？」
浩子「式？やっだー、まだそんなのぜんぜん。これからですよぉ。」
浩子、嬉しそうに笑う。小野、無理して笑みをうかべる。
小野「そっか、今日も彼氏に会うの？。」
浩子「えぇ、あ、もうこんな時間。じゃあ、おつかれさまでした。」
小野「うん、おつかれ。」

　　浩子、荷物を持って帰りかけるが、ふと優しく言う。

浩子「小野さん、元気出してくださいよ。小野さんの才能があれば、どんなとこいっても、やってけますって。」

小野「あ、ありがとう。」

浩子「じゃ。」

浩子、微笑んで立ち去っていく。寂しげな笑みをうかべて見送る小野。
9.街中[夜]

夜の街路を浩子がうつむいて歩いてくる。浩子、立ち止まり、手にもった結婚式場のパンフレットに目を落とす。見つめる浩子の目から、ぽろぽろと涙が落ちてくる。とまらなくなり、あたりをはばからずに大声をたてて泣き始める。周りの通行人たち、びっくりする。
10.サクラFM社屋の前[夜]
　　浩子、さくらFMの社屋の前までしょんぼりと歩いてくる。入口の看板に貼られたポスター「あなたの街のサクラＦＭ」を見上げ、腕時計をチラと見るが、うなだれて去っていく。が、また、もどってくると、意を決してドアをあける。
11.調整室
浩子、ドアをバンと開けて入ってくると、明るい声で叫ぶ。
浩子「みんな、おつかれさまでしたぁ！きょうの仕事は一区切りでしょう！ね・ね！今夜、きれいなお月さまが出てるの！みんなでパーと飲み行きましょーよ！」

室内の男たち、机のまわりに座り、うなだれてて返事もない。机の中央に一升瓶が突っ立ち、葬式のよう。

橋本「…飲んでるよ。」

みんな意気消沈している。
浩子「…どうしたの。｣
小野半泣きで答える。
小野「今、社長がきて、会社が…したって。」
浩子「え。」
小野「会社が倒産したんだよ。」
浩子「えーっ！」
12.調整室（一部スタジオ）
　　安っぽいミラーボールがクルクルと周っている。社員一同、泥酔して大騒ぎしている。ガラス越しのスタジオの中では、P-TANが星野エリカの唄をカラオケでがなっている。（エリカより上手い）

橋本「小野！いつまでめそめそしてるんだよ。潰れちまったもんはしょうがねだろが。」
小野「だって社長ったら、いきなり来て、十日後に閉局するから最終特別番組の企画考えろって、いくらなんでもひどいですよ！」
江川「いきなりったってさ、ウチがいつ潰れたって、不思議はなかったんだろう、経理担当！」
菊池「いえ、星野エリカが妊娠してたってことは、社長は本当に知らなかったんです。それでデビューに注ぎ込んでたお金が、ぜんぶ…」

江川「パーだパー！まったくデビューする前に妊娠して引退するタレントなんて初めて聞いたぜ！社長もとうとうババつかんじまったってことだよ！馬鹿だよあの社長は！」

橋本「なんだぁ、いつもは社長に頭あがらなくて、へぇこらしてた奴が！」

江川「あれっ！その台詞、橋本さんにだけは、言われたくないすよっ！社長に拾ってもらってやっとこさ作家になった人が」

橋本「なんだとぉ！」

　　江川と橋本、小野をはさんでとっくみあいを始める。コップから酒が小野の頭にかかる。

小野「うわ、やめてくださいよぉ、もうっ！」

泣き声になる小野、いきなり浩子に頭を殴られる。
浩子「小野！泣くんじゃないっ！」
小野「てっ、浩子ちゃん飲み過ぎだよう。」

　　浩子、こんどは小野にヘッドロックをくらわす。

浩子「うるさい。私なんか会社が潰れるだけじゃなくて彼氏にもふられたんだぞ！」

小野「え、どうして？」

浩子「新しい彼女ができたっていうのよぉ！！ちっくしょー！」

小野「そ、そうだったのー！」

小野、悲鳴をあげるが、実は嬉しい。

橋本「要は社長だ！ぜんぶ社長のせいだ！どんぶり勘定しかできねぇ、アホ社長！」

菊池「しゃ・社長だって遊んでたわけじゃないんですよ。いろんなところに頭下げに行ってたし。赤字解消するためにいろんな企画考えてたんですから。」
橋本「その結末がこれだろうが！」

　　橋本、ぱこーんと菊池の後頭部を台本でなぐる。
菊池「社長のあの素晴らしい才能をもってしても、やってけなかったんですから、仕方ないですよっ。」

菊地、わーっと泣き崩れる。

橋本「アホ、社長が人気ＤＪだったなんて、何十年前のことだと思ってんだよ。」

江川「しっかし困ったなぁ。俺らこれからどうしましょう。何も考えてないっすよ、俺！」

スタジオで歌い終わったP-TAN、エコーのかかったマイクで、ウィンクしながら指差して叫ぶ。
P-TAN「困ったときのP-TAN身の下相談室。それで今度はどうしたの？」
　　
13.公園[夜]
浩子、遊具の上でさわいでいる。

浩子「あたしだって、FM局の女子アナよぉ～。見習いだけど女子アナなのよ～。花形カタカナ職業なんだからねぇ～。スチュワーデスと女子アナは、金の靴下履いて探しても見つからないのよ～。それをあっさり振るなんて、アイキャントビリーバブル！アイアムキャットピープルっ！」

小野「靴下じゃないよ、ワラジ。浩子ちゃん、みんな帰ちゃったからさ。もう帰ろうよ。」
浩子「なにいってんのよ。今日は夜通し飲むのっ！さぁもう一軒いってみよっかー。アテンションプリーズ！ただいま当機は離陸いたしますっ！ブーン。」
両腕を伸ばし、遊具から飛び降り、飛行機の真似をして駆け出していく浩子。
小野「浩子ちゃーん、あぶないってー。」
浩子の後を必死で追いかける小野。

14.ホテル前[夜]
公園前の路上に出て来たところで浩子に追いつく小野。浩子、小野の腕のなかに寄りかかる。

浩子「あ、あ、もうだめ」
小野「あっちょっと、ひっ浩子ちゃーん？」

　　浩子、そのまま小野の腕の中にしだれかかる。すこし涙声。

浩子「小野さん、あたし、あたし、なんだか、駄目になっちゃいそう。」

　　たじろぐ小野。浩子を抱え起こして優しく言う。

小野「だいじょうぶだよ、浩子ちゃん。ちょっと飲みすぎただけだよ。」

と、二人が見上げると、そこはシティホテルの前。思わず顔をみあわせる小野と浩子。二人で見上げるホテルの看板。思わず目と目で見つめあう二人、ホテルの看板、二人。

小野「…浩子ちゃん…ちょっと…休んでったほうが…」

浩子「…え…」

　　思わず、ホテルの入口を見るふたり。と、そのホテルから社長が、女性を連れて出てくる。あっと驚く二人。
小野「あ！」
浩子「えっ？なになに？あっ！しゃーちょムグムグ……。」
浩子の口をおさえ必死に隠れる小野
小野「どういうことだぁ？」

　　口と鼻をおさえられ、苦しそうに目をシロクロする浩子。
15.サクラFM調整室
腕組みして立ち上がった橋本、宣言する。

橋本「そりゃ不倫だな。」
小野「…ですよね。」

江川「社長ってウチに奥さんいるわけだよね。それをわざわざホテルでってことは。」
橋本「だから愛人に決まってんだろ！」

P-TAN「愛人だあ。」

浩子「あいじんかぁ。」
江川「ったく、会社は潰しといて自分ばっかりいい思いしやがって！おい経理担当、ひょっとして、これまで会社の金が、その愛人に流れてたってことはねぇんだろうなぁ。」
菊池「それはぁ、社長でないとなんとも、そのぉ、まぁあったともないとも。」

橋本「どっちなんだよ！」

菊地「ですから、それは社長に。」

江川「はっきり説明してもらおうよ！。そんなことでもあった日にゃ、これ、ただじゃ済まねぇよ。みんなで押しかけて、社長にゲロさせようぜ！」

　　うんうんと頷く小野、浩子、菊池。そこへ橋本が、不敵な笑いを浮かべて言う。

橋本「待て。これはチャンスだ。」
浩子「チャンス？」
橋本「このネタをわがサクラＦＭ最後の特別番組で流しちまうんだよ。」

江川「っていうと？」

橋本「サクラFM倒産の裏に社長の愛人！これでいこう！」

小野「そうなんすか。」

橋本「だいたいあの社長は、俺たち現場を無視して、無茶な企画やイベントに手を広げすぎたんだよ。それで愛人がいました？貢いでました？ふざけんじゃねぇよ！あぁいう輩をほっといたら、この先だって何しでかすかわかったもんじゃねぇ。」

江川「どうするんです？」

橋本「その女に突撃インタビュー！中継機かついでって女にマイクをつきつける！社長のことをあらいざらいしゃべらせるんだよ。泣こうがわめこうがどうしようもない、完全中継ナマ番組！」

P-TAN「最後の放送で社長の社会的メンツを叩き潰してあげましょってことですね！」

橋本「再起不能ってことだな。」

小野「そんなこと社長が許す筈ないでしょう。」

橋本「当然、その時間帯、社長はどこぞへ消えてもらう。逮捕監禁猿轡っ！」

小野「そこまでやるんですか！」

橋本「やらいでどうする。自分の仕事がなくなるってのに、そんくらい、最後にやってやろうって気概はねぇのか」

小野「けどぉ。」

浩子「やりましょう。」

小野、びっくりして浩子を見る。浩子、なにか固い決意をこめた表情で言う。

浩子「家庭を忘れて、愛人に貢いでたなんて、私、社員として…女として許せない。私も、お手伝いします。」

　　小野、ポカンとして呆れる。橋本、会心の笑みを浮かべて立ち上がる。
橋本「よし、作戦行動発動だ。」

　　橋本、背後のホワイトボードに英語を書き始める。
小野「作戦？」

江川「幕僚長！ついにその日が来たのですね！」

　　江川、震えながら起立する。書き終わった橋本、ゆっくりとふりむく。
橋本「作戦名は scream of justice（正義の金切声）！ディフェンスコンディションイズアメリカっ！最高度警戒態勢だ！これは訓練ではない！」

江川「おおっ！」
橋本、ホワイトボードを叩いて、口からは泡をふいて陶酔している。江川、目を輝かせて握りこぶし。唖然とする小野。
16.街中

銀行から出てきて街中を歩いている社長。そのあとを小野、浩子、P-TANが追っていく。P-TANは一昔前の写真小僧のいでたち、望遠レンズのついた一眼レフカメラを首から下げている。

橋本「（モノローグ）まず、状況証拠から固める必要がある。あとで社長が絶対言い逃れできないような証拠だ。愛人とホテルに入るツーショット。これを必ずゲットしてもらいたい。」

小野、トランシーバで、
小野「もしもし橋本さん、聞こえますか。」

橋本「（トランシーバの声）ちがうだろ、ブルースネーク。こちらレッドイーグルだっ!！」

小野、舌うちをするが、気をとりなおして、

小野「えーこちらブルースネーク。レッドイーグル聞こえますか。」

橋本「（声）こちらレッドイーグル、状況送れ。」

小野「現在、目標は三益時計店さん前を通過して、城山銀座を北上中。いまのところ尾行は順調ですが、まだマドンナは現われない。どうぞ。」
橋本「（声）わかった。そのまま目標から目をはなすな。目標がマドンナと会うのは、夜の可能性が高い。P-TANにフィルム感度1600増感の準備をさせろ。｣

小野「了解。ねぇフィルム感度増感だって。」

P-TAN 「テンフォー！あれ？あれ？」

　　P-TAN、カメラの感度ダイヤルを思い切りまわすと、ダイヤルがぽろりと取れてあたふたする。

小野「あ、目標が角を曲がります！」

　　小野と浩子、かけていく。ダイヤルを拾っているP-TAN 。社長一回行きかけて戻ってくる。尾行の３人組、慌てて戻る。社長またなにか思い出したように帰り道にもどる。浩子、はしゃいでいる。

浩子「なんだか、わくわくしてきちゃうねぇ」

小野「そ・そう？」
17.ホテルの喫茶室の前

小野・浩子・P-TANの３人組が、ホテルの前で張っている。社長が歩いてくる。

小野「来た！」

浩子「どこ！？」

小野が浩子の頭を押し下げる。P-TANが望遠レンズを突き出す。

小野「レッドイーグル！目標はホテルに入ります」

橋本「（声）マドンナは一緒か？」

小野「いえ、それは」

P-TAN「いたいた、マドンナ発見。」

浩子「どこ!?」

社長、ガラス越しに見えるホテルの喫茶店で女性と話しをはじめる。
小野「こないだの女だ。」
浩子「ホント！」

18.調整室
　　橋本がふんぞりかえってトランシーバーを握っている。壁面に貼った尾行地図にマークを付けている江川。小野からのトランシーバーの報告が響く。
小野「（トランシーバの声）マドンナがいました！こないだホテルで見た女性です。間違いありません。どうぞ」

橋本「よし、写真だ、しくじるな！どうぞ」

小野「（声）いまP-TANがカメラを、あ！レンズがとれちゃった！どうぞ」

橋本「バカヤロ！どうぞ」

小野「（声）あ！こんどはフィルムが飛び出しました！あ！あー！」

橋本「冷静になれ！どうぞ！」

　　トランシーバのむこうから、小野とP-TANがなにやら罵りあう声だけが聞こえる。いらつく橋本。江川もスピーカーの横に顔をくっつける。かわって浩子の声が飛び込んでくる。

浩子「（声）浩子ですぅ。目標とマドンナがそろってホテルを出ました。あーふたりは別々の方向へ向かいますー。」

橋本「お前らも二手にわかれろ！両方とも見失うな！どうぞ！」

浩子「（声）えーあのー、誰がどっちを尾行しますかぁ？」

橋本「そんなこと、お前らで考えろ！事件は現場で起こってんだろがっ！」

19.調整室

　　壁に貼られた白紙に、スライドで映し出される証拠写真。社長と女性のツーショットがつぎつぎと切り替わる。小野の声がかぶる。

小野「（声）これは社長と女性が腕を組んで埴輪商店街を歩いているところです。ふたりとも楽しそうですが、ウィンドウショッピングだけで、何かを買ってやった様子はありません。」

江川「（声）意外とケチだな。」

橋本「（声）会社の金の癖にな。」

小野「（声）これは双葉公園でのツーショットです。ここではふたりはかなり深刻な顔つきです。社長がしきりに謝っている様子にも見えます。女性は泣き顔です。次の写真、女性が泣き崩れて社長の胸にとびこみました。これはかなりのショットですね。」

橋本「（声）うん、決まりだ。」

託児所の前で、女性が子どもに話しかけている写真にかわる。

橋本「（声）これは何だ？」

浩子「（声）女性は青葉町の託児所に子どもを預けているようです。日に１回、様子を見に行きます。」

橋本「（声）ってことはこれ、社長の隠し子か！」

浩子「（声）わかりません。この女性はずっとホテル住まいですが、日中の行動には不可解な点がいっぱいあります。こちらの写真を見てください。」

　　女性が年配の男性と高級ホテルに入るショット。

橋本「（声）なんだ、このじいさん。あれ、どっかで見たことあるな、この顔。」

浩子「（声）そうなんです。チェリー銀行の頭取です。これは次の日、こっちの男性は、商工会議所の理事長です。」

江川「（声）なんだ、このアマ！いろんな有力者にくっついてやがんのか！」

橋本「（声）高級コールガールってわけだ。こんな女にうちの社長もいれこんでじまったんだ。」

　　室内の電灯が付く。皆が机を囲んで座っている。机の上にも、写真が散らばっている。スライド映写機の後ろから橋本が立ち上がって宣言する。

橋本「ご苦労。これだけのインテリジェンスが収集できれば完璧だ。」

P-TAN 「決め手は僕の写真だね！やっぱ僕の写真ね！」

浩子「うまいうまい。さすがP-TAN。」
橋本「あとは実行あるのみ。江川！」

　　江川、机の上にバッグをドンと置く。バッグのジッパーを開くと、中からマシンガンやヘルメットが出てくる。小野、浩子、菊池、驚く。

小野「なにするんですか」

橋本「社長をヤル」

浩子「本物？」

江川「いや、モデルガンっす。しかし、社長を確実に拉致するなら、この作戦しかないす。橋本さんはやっぱ天才です。」

　　橋本、腕を組んで胸をのけぞらせて威張る。小野と浩子、びっくり顔。

20.サクラ駅前
サクラ駅前で、通行人にチラシを配っている江川と菊地。

江川「最後の放送は特別企画でーす。よろしくお願いしまーす。最後の放送お聞きのがしなーく。」

リスナー（受験生）の姉とその友人が、チラシを受け取る。

姉の友人「あれ？サクラFMつぶれちゃうんだ。」

姉「やっぱねぇ」

　　姉、深く嘆息する。

姉の友人「あんないいいかげんなラジオ、なくなったって困んないじゃん。くだらないトークだけで。だっさいもん。」

姉「うーん、けどうちの弟が、結構、楽しみにしてたからね。」

姉の友人「ピーちゃんの身の下三寸とかって、あれ？やっだー、あんな品のないの。」

21.リスナーの部屋

　　リスナー（受験生）が、ラジオを前に正座している。元気がなさそう。

P-TAN 「（ラジオから声）ということで、今日の放送はここまででしたっ。そして、いよいよ明日はサクラFM最後の放送ということになってしまいましたねぇ。なんども予告でお知らせしましたけど、明日の放送では、素晴らしい秘密特別番組を用意しています。サクラFMのすべてがわかる、あっと驚くすばらしい企画です。ぜったい聞き逃さないでくださいねぇ。じゃ、お楽しみにぃ。おやすみなさっーい。いい夢見てね～。風呂はいれよ～。歯みがけよ～。ばっはっはーい。」

　　正座して聴いている受験生。部屋のドアの隙間から、姉が心配そうにのぞきこんでいる。

22.サクラFM調整室

　　社長、にこにこしながら、一同に言う。
社長「おいおい、なんだか巷ではすごい話題になってるみたいよ。明日の最終番組って、どんな内容にするつもりなのぉ？ちょっとくらい聞かせてくれよぉ。僕も、明日まではまだ社長なのよ～。」

橋本「こればっかりは。最後なんですから、どうか俺にまかせてください。」

江川「最後のお楽しみってことで、ひとつ、えへへへ。」

社長「もう！橋本っちゃんは天才だからねぇ。まぁサクラFMの最後を飾るにふさわしい」

橋本「品位と芸術性に満ちたすばらしい番組をお届けします！」

社長「うーん、よろしく頼むね。僕も1時間前には入るから、しっかり最後、見守らせてもらうよ。じゃ、みんな、明日は、」

橋本・江川「はい」

社長「よろしくねっ！」

橋本・江川「おつかれさまでしたぁ」

　　社長、出て行く。橋本と江川、目と目をあわせてにやりと笑う。小野・浩子・菊池が集ってくる。

23.サクラ市の街並[夕]

　　受験生、息をきらして走っている。

24.リスナーの家

　　受験生、玄関に駆け込んで、すぐ２階へ駆け上がる。階下から、エプロン姿のお姉さんが顔をだして声をかける。

姉「章雄、最後の放送は8時からでしょ。なに、そんなにあわててるの。」

25．レストランの前[夕]

　　謎の女性が、レストランの席に座ってコーヒーを飲んでいる。その様子を道路の反対側から伺っている浩子。浩子のトランシーバに橋本の声。

橋本「（トランシーバの声）レッドイーグルよりホワイトキャッツ、マドンナの状況送れ。どうぞ」

浩子「こちらホワイトキャッツ、状況かわらず。」

26．街道の外れ[夕]

　　橋本と江川、車の中に隠れている。トランシーバから浩子の声。

浩子「（声）マドンナはレストサンキューの窓際の席で動きません。どうぞ」

橋本「了解、いっときも目を離すんじゃないぞ。」

　　車の外から、菊池が泣きそうな顔で駆け寄ってくる。

菊池「きました、社長の車がきました！」

橋本「これより目標を捕獲する！諸君！May the force be with you！（フォースとともにあらんことを！）」

江川「はっ！」

　　橋本と江川、ガスマスクとヘルメットをかぶり、車から飛び出していく。

27.道路[夕]

車を運転している社長。交差点をサクラFMのある方面へ曲がる。と、突然、ヘルメットとガスマスクの男達がばらばらと車の前方に飛び出してくる。

社長「な・なんだ！」

　　社長の車、急停止。社長、車から首を出して、

社長「なにがあったんですか」

ヘルメットの男「ただいま、この付近に化学物質が発生しました。一般の方はこちらへ！急いでっ！」

　　ヘルメットの男、勝手に車のドアをあけて、社長を車からひきずりおろす。社長、男たちに取り囲まれて、わけもわからず、連れて行かれる。

社長「あうあうあう」

　　ワゴン車の後部ドアから、社長が押し込まれる。押し込まれた社長の顔にガスマスクが被せられ、さらに拘禁服で上から覆われる。

社長「あう～」

28.ワゴン車の前[夕]

　　ガスマスクを外す男たち、橋本、江川、小野、菊池、P-TANである。全員、ガスマスクを外しながらばたばたと駈け寄る。

江川「やったー大成功だ！」

橋本「菊池、車を裏の公園に隠せ！放送が終わるまで、絶対に社長を逃がすな！」

菊池「私が見張るんですかぁ！」

橋本「俺とP-TANはレストサンキューで、マドンナに突撃インタビューを実行する！中継開始はふたまる・まるまる、いいな小野！」

小野「中継機、10分前からテストしてください！使いかたホント大丈夫でしょうね！」

橋本「むっ！」

　　橋本、鼻の穴を大きく開いて親指をつきたてる。P-TANの車が脇に着ける。江川、運転席のP-TANに上半身をつっこんで叫ぶ。

江川「P-TAN！ちゃんとマドンナを追及しろよ。社長と肉体関係がありましたってとこまで、しゃべらせなきゃ意味ないんだからな！肉体関係！それと隠し子！」

P-TAN「P-TANにおまかせよっ！」

P-TAN、親指をつきたてる。江川は、自分の車に飛び乗る。その助手席に小野が駆け込み、車が出発する。橋本も、P-TANの車の助手席に座って、ドアを閉める。

橋本「よし俺らもいくぞ。レストサンキュー。まいて行こう！」

P-TAN「いい近道知ってまっせ！」

橋本「駄目だお前の近道は。こないだも、それで田んぼの中落ちたじゃねぇか。」

P-TAN「あれは絶対正解だったの。ただ道が車幅より狭かっただけ。」

橋本「道じゃねえだろ、それじゃ。」

P-TAN「あれ僕のナビゲーションに馬鹿にすんのぉ！」

橋本「また始まった。じゃ任せるけど、間違いなく着けよ！」

P-TAN「おまかせよっ！」
　　P-TANの車、猛烈なスピードでバックしていく。とりのこされた菊池、くるくると走り回る。

28’．江川の車[夕]
　　江川の車の中から小野がトランシーバーで浩子に伝える。

小野「えーと、こちらオレンジじゃなくてアップルじゃなくて、えぇい、ホワイト浩子ちゃん、どうぞ」

浩子「（声）こちらホワイトキャッツ。どうぞ」

小野「あ、あのね、作戦は大成功！いま、そっちに橋本さんたちが向かってるから。しっかりマドンナ見張っててね。」

浩子「（声）了解でーす。」

29. レストランの前[夕]

浩子、レストランの中をのぞきこんでいる。女性はまだコーヒーを飲んでいる。これでだいじょうぶというように、ほっとする浩子。突然、浩子の横からけたたましいブレーキ音と女性の悲鳴が聞こえる。

自転車の少女「きゃー！止めえぇええっ!!」

浩子、絶叫する。

浩子「きゃああああ！！！」

30．江川の車[夕]
車中の小野と江川のトランシーバに浩子の悲鳴　がはいる。

浩子「（声）きゃああああ！！！（衝突音）」

小野「どうしたの、浩子ちゃん！」

31. レストランの前[夕]

浩子、自転車と一緒に転んでいる。あたり一面に飲料の缶が散らばって転がる。腰をさすりながら、痛そうに起き上がる。自転車少女は大げさに泣き叫んでいる。

自転車の少女「いててて！いてぇ！」

　　浩子、少女に手を貸す。

浩子「大丈夫ですかあ」

自転車の少女「いててて、あぁ！あたしのほっとカルピス！ほっとカルピスー！」

浩子「あ、これ！はいほっとカルピス」

自転車の少女「カルピス！カルピス！きゃーカルピス！」

浩子「だいじょうぶ、カルピス大丈夫！大丈夫！カルピスは大丈夫！きゃー」

　　缶を踏んで再び転ぶ浩子。トランシーバーからは小野の声。

小野「（声）カルピスがどうしたって！浩子ちゃん！」

浩子、ふたたび痛そうに起き上がって、ふとレストランの方を見てから、青ざめる。

レストランの中では、謎の女性がいなくなっている。あわてる浩子、道路を走り渡ってレストランの前へ駈ける。レストランの中をのぞきこむ浩子、つづいてレストランの外を駈ける。やはり、謎の女性の姿はなく、浩子、悲痛な顔で頭を抱え、トランシーバーに叫ぶ。

浩子「橋本さん！聞こえますかぁ！小野さーん！」

32．江川の車[夕:背景の道ではライトを点けた車]
浩子「（声）小野さーん！今どこにいますかー！」

小野「どうしたの、浩子ちゃん！」

浩子「（声）女の人、いなくなっちゃいました。ごめんなさい。ちょっと目を離した隙に。」

　顔を見合わせる小野と江川。

小野「そっちに橋本さんたち行った筈なんだけど、まだ来ない？」

浩子「（声）ぜんぜん、来ません。」

小野「わかった浩子ちゃん！僕らがそっちへ行くから、そのまま待ってて。」

江川「そんなことしてたら、間にあわねぇよ。」

小野「マドンナがいなきゃ、放送もできないじゃん。」

江川「何やってんだ、橋本さんたちぃ。」

33．森の中[夕]

　　P-TANの車が大木に側面衝突し、めくれあがったボンネットから湯気が噴出している。車の前で殴り合っている橋本とP-TAN。

橋本「お前がこんなルート選択したからだろうが！」

P-TAN「横からハンドル握るからだぁ」

　　土の上にころがっているトランシーバー、浩子の声がむなしく響く。

浩子「（声）もしもし！もしもし！橋本さん！」

34．レストランの前[夜] 

　　江川の車がレストランの前の道路に停まっている。浩子と小野があたりを見回しながら、駈け寄ってきて、車に乗る。

小野「マドンナはいない。橋本さんたちも来ない。」

江川「あーあ、結局計画はぱあだ。」

浩子「ごめんなさいー。」

小野「しょうがないよ、浩子ちゃん。とにかく大急ぎで局に戻ろう。」

江川「だめだめ、もう8時5分前。局にもどってる時間はねぇよ。」

小野「…あれだけ予告しといてまるっきり何もしないわけにもいかないよ。遅れてもいいから放送はちゃんとやろう。」

江川「って何放送するのさ？橋本さんもP-TANもいないのに。」

小野「…馬鹿なこと考えた俺達が間違ってたんだ。最後の放送は、聞いてる人の心に届くような、なにかさ。」

江川「なにかって何やるんだよ。」

浩子「私、やりたい。」

江川「え？」

浩子「私、自分の本当の声でしゃべってみたい。最初で、最後に。」

　びっくりする江川、小野。

　

35．ワゴン車[夜]

　　社長、ワゴン車の中で拘禁服でもがいている。ドアをあけて頭を下げる菊池。

菊地「あの社長、本当にこんなことして申し訳ありませんです。あの、そろそろ、放送始まりますんで、ラジオつけますね。あの、これも橋本さんが、はい、あの、社長に聴いていただけっていうか、無理やり聴かせろって、これ橋本さんの作戦なんで、本当に本当に申し訳ございませんっ！」

社長「うぶぅ～（声聞こえない）」

36．江川の車の中[夜]

走行中の江川の車の中で、小野が、カーラジオのスイッチを入れる。ザーと流れる雑音。江川、ちらっと車の時計を見ながら、

江川「あと1分で8時だー。ははは、雑音だけ流れたんじゃ、1日早く潰れたって思われるかな。ま、同じようなもんか。」

浩子「…これからは、このチャンネルには何も流れないんですよね…」

小野「今から局に着いて、8時15分くらいからだったら放送できると思うよ。とりあえず音楽と、あとは浩子ちゃんの語りでさ。浩子ちゃん、何話す？」

浩子「これまでのサクラFMの歴史とか話せればいいんだけど、私ぜんぜん知らない。」

江川「P-TANの前の前までは社長が自分でDJやってたみたいだけどね。」

浩子「社長一人で？」

江川「えーと女のDJもいたんだっけなぁ。」

浩子「あ、私がはじめての女子アナじゃないんですか。って、私はまだ見習いですけど。っていうか、見習いですらなかったかなぁ、私。」

　　なんとなくがっかりした浩子、話しながら落ち込んでいく。小野、優しく声をかける。

小野「今日は浩子ちゃんの本当のアナウンサーデビューだよ。頑張ってね。」

　　浩子と小野、目があう。ぽっと赤くなる浩子と小野。

江川「さー8時になりました！最初で最後の雑音放送！あははー。」

しかし、雑音がぱたっと止み、さくらFMのテーマソングが流れ始める。

ラジオの音楽「（テーマ音楽歌詞）♪サクラFM、サクラFM、あなたの街のサクラFM♪」

江川・小野・浩子「え～」

江川「誰が放送してんだぁ！」

小野「ちょっと車、停めて停めて」

車、急停止して路肩に停める。

江川「なんだよ、橋本さんたち局に戻ってたのかぁ。」

小野「え、いや。」

ラジオから女性の声が流れ出す。

ラジオ「（女性の声）みなさん、こんばんは。長いあいだサクラFMをお聞きくださり、ありがとうございました。これまでお知らせしてきましたとおり、きょうがサクラFM最後の放送になります。そしてこれから、とってもスペシャルな放送をお届けするはずなんですけど、どういうわけか、いま局内にはスタッフがだーれもいません。でも、これも何か特別な、あっと驚く仕掛けなのかもしれません。なんだか、とても素晴らしいことがおきそうな気配。素敵素敵。というわけで、まずは暫く音楽をお楽しみください。そうですね、やっぱり今日はすこしシンミリと、お別れの曲からはいってみようかな？ということで、まずはおなじみ『約束の木』、この歌、卒業式シーズンにジンときますよね。では、どぞ。」

小野・江川「え～」

江川「なんなだよ～これぇ！」

小野「わっかんないよ～」

　　パニックになる小野と江川。浩子、ぽつりという。

浩子「この声、あの女の人だ」

小野「…マドンナ？」

江川「社長の愛人!?」

37.サクラFM社屋前[夜]

　　浩子・江川・小野、駆け込んでくる。スタジオの中でヘッドホンをしてマイクに向かっている女性、ふりむいて思わず笑う。

女性「あーみんな戻ってきてくれたのぉ。ありがとう。もう来ないんじゃないかと思って、気が気じゃなかったわよ。」

　　江川、ごくんごくんと唾をのみこんで、

38.サクラFMスタジオ

　　浩子・江川・小野、駆け込んでくる。スタジオの中でヘッドホンをしてマイクに向かっている女性、ふりむいて思わず笑う。

女性「あーみんな戻ってきてくれたのぉ。ありがとう。もう来ないんじゃないかと思って、気が気じゃなかったわよ。」

　　江川、ごくんごくんと唾をのみこんで、

江川「って、あんたそこで何してんだよ。」

女性「ごめんなさい、あれだけ8時からって宣伝してたから、8時にはなにか始めてなくちゃと思って。トランスミッター立ち上げちゃったの。みんな、帰ってきてくれてありがとう。みんなで逃げちゃったんじゃないかって思った。」

　　女性、半泣きして感謝する。あっけにとらわれる小野と江川。その間から浩子、毅然として前に出ると、鋭い声で女性にむかって言う。

浩子「それ、私のマイクです。」

　　女性、笑う。

女性「ふふ。ごめんなさい。さ、あとはお願い。」

　　女性、立ち上がって出ていこうとする。

浩子「いえ、そこにいてください。あなたに伺いたいことがあるんです。」

女性「…私？」

浩子「サクラFM最後の放送です。すべてを語っていただきたいんです。あなたにとっても大事なことのはずです。」

女性「えぇ、はい、そうですか、そうですね。」

39．森の中[夜]

　　暗い森の中を橋本とP-TAN、必死に走っている。

橋本「おい、局は本当にこっちなのかあっ？」

P-TAN「こっちこっち、こっちが近道！」

橋本「この先は、川だろうっ！」

P-TAN「水は涸れてるっ！歩いて渡れるんだ！」

橋本「よっしゃー」

　　橋本とP-TAN、飛ぶ。水しぶきが高くあがる。

P-TAN「水があった～！」

橋本「飛ぶ前に言え～」

　　橋本とP-TAN、二人して川を流されていく。

40．ワゴン車[夜]

　　社長、拘禁服でもがいている。菊池、ヘッドフォンをして車の周りをそわそわと走っている。

41．スタジオ（一部調整室）

　　スタジオの中で、向き合って座る浩子と女性。

浩子「リスナーのみなさん、こんばんは。サクラFMアナウンサー木下浩子です。これからサクラＦＭ最後の放送をお送りします。そして、これからの番組で、サクラＦＭのすべてを聞いていただきたいと思います。そのために今日は、特別な方にいらして頂きました。」
　　女性、愛想よく語り始める。

女性「こんばんは、みなさん。わたしは」

　　浩子、あわてて手で遮る。女性、きょとんとする。

浩子「まず、最初に私の質問に答えてください。よろしいですか。」

女性「あ、はい。」

浩子「正直に。つつみかくさず。」

　　女性、面食らっている。

女性「…いいですよ。」

　　浩子、すうっと息をすいこむ。緊張する小野と江川。江川、必死の形相で手に握ったスケッチブックの文字を強く指差す。スケッチブックの文字「肉体関係！」

　　浩子、それを見てコクンと頷くと、きっとした目を女性に向ける。

浩子「ずばり最初の質問です。あなたはわがサクラFMの社長、大沢浩介と肉体関係がありますね？」

女性、目を丸くして驚く。が、すぐに噴き出す。

女性「そ、そーですね、はい。」

　　浩子、びっくり。小野、江川、おおっという表情。

浩子「認めるんですね。否定しないんですね！」

女性「はあ。」

江川、スケッチブックの頁をめくって指差す。スケッチブックの文字「隠し子！」
浩子「つづいて伺います。あなたにはお子さんがおありですね」

女性「はい。｣
浩子「そのお子さんは社長とあなたとの間のお子さんなんですね？」
女性「…そうです。」

　　江川と小野、おおっと二人でのけぞる。浩子、わなわなとふるえ、両手を握って力をいれる。

浩子「そこまで、お認めくださり、勇気ある告白だと思います。私、女として率直に感動してます。いろいろ辛いこともあったと思うんです。泣きたいこともあったと思うんです。そういう思いのすべてを、お話しいただきたいんです。社長におっしゃりたいことを、すべて、この放送を通じて、ぜんぶしゃべっちゃっていただきたいんです。」

女性「…わかりました。すべてをお話します。」
　　浩子、小野、江川、女性の表情を凝視する。女性、ゆっくりと話し始める。
女性「あなた…そして、スタッフのみなさん。長いあいだ、本当にお疲れ様でした。ありがとうございました。」

浩子、小野、江川、ごくんと息をのみこむ。

女性「こうしてここに座ってマイクを前にすると、いろんなことを思い出します。あなたが一人でサクラFMをはじめたころ、熱心なリスナーになった私。あなたの声にときめいたり、慰めてもらったり。いったいどこから放送しているのか、不思議でたまらなくて、友達とみんなで探し回って、やっとあなたの家のガレージを見つけたのは、私が、高校生になったばかりの頃でした。」

　　女性の意外な話しに、きょとんとする浩子、小野、江川。

女性「初めて会ったあなたに、私たちは、みんなびっくり、ていうかがっかり。みんな、さっさと帰っちゃったのよね。だって、私たち、あなたの声で、とてもスマートでハイセンスな男の人を想像してたのに、実物のあなたったら…（笑）。でも、どういうわけか私は、また次の日も出かけて、その次の日も、次の日も…。マイクに向かって一生懸命にしゃべりつづけるあなたの姿を、ずっと横で見ていた。そして、気がついたら、いつのまにか自分でもマイクの前でしゃべるようになっていました。あなたとふたりで、一晩中おしゃべりして、それが電波に乗って、夜の空をいっぱいにしていた。私、夢中になってしまいました。ミニFMのディスクジョッキーをやることも、そして、あなたにも。私の両親が知ったときは、すごく怒られました。まともな放送会社ならともかくって。その時、私、サクラFMをちゃんとした放送会社にするからって宣言したんです。そして、両親を上手にまるめこんで、お金まで出させちゃいました。そうやって、株式会社サクラFMは、正式に放送免許をとってスタートしたんです。あなたが社長で私が会長。あなたがDJで私がエンジニア兼お茶汲み兼ときどきアナウンサー。小さな小さなFM局だったけど、私は、…幸せでした。」

　　浩子、小野、江川、目をシロクロさせる。

浩子「あの…あなたは。」

女性「ここ何年か、子育てもあって、すっかり現場から離れてしまっていたから、今のスタッフのみなさんにお会いするのは、初めてですわね。大勢のリスナーの皆様にもあらためまして、ご挨拶させて頂きます。私、当株式会社サクラFM会長、大沢美佐子でございます。本日は番組の最後に、私の主人、当社取締役社長、大沢浩介が閉局のご挨拶をさせていただく予定でしたが、進行の都合によりまして、」

　　女性の言葉を遮って、浩子が叫ぶ。

浩子「しゃ・社長の奥さんなんですか！」

　　浩子、飛び上がる。調整室の江川と小野も仰天する。

江川「うちに会長なんていたの～！」

小野「昔の女子アナって、このひとのことだったんだ！」

42．ワゴン車[夜]

　　菊池、口から泡を吹いて驚き、車中の社長を見る。

菊地「しゃ・社長！」

　　社長、もがいている。

社長「もがー」

43.スタジオ（一部調整室）

　　浩子、呆然として、椅子にへたりこむ。女性、にこにこして優しく浩子を見つめる。浩子、ふと我にかえって話す。

浩子「あ、あの、会長さん。奥さん。あの、私たち、あなたが、社長とホテルに通っているところを見たもんですから。」

女性「まぁ。」

　　笑う女性。

女性「そうだったんですか。私たちの自宅、抵当にとられてしまいまして、子どもを預けて夫婦でホテル住まいをしておりましたの。皆さんに見られてたなんて、恥ずかしいですわ。あなたも一緒にお泊りでしたの？」

浩子「いえっ！私は、彼氏いませんっ！」

　　小野、一瞬、たじろぐ。

浩子「あの、ごめんなさい。お話し、どこまででしたっけ？」

女性「あはは、どこまででしたっけ？いいわ。そうですねぇ、楽しいことや辛いこと、いろんなことがあって、スタッフも何度か入れ替わりましたけど、地域のみなさんに支えて頂いて今日まで放送を続けてこれました。本当にありがとうございました。ただ、ここ数年は、私たちがサクラFMを始めた頃とは、時代がかわっちゃって、衛星ディジタルとか携帯電話とか、メディアの変化に追いついていくだけの設備投資もできなくなりました。債権者の方々とも協議を続けて参ったんですが、力及ばず、残念ですが、局を閉めることにさせて頂きました。スタッフの皆さん、ごめんなさい。そして長年お聴きくださったリスナーの皆様、ありがとうございました。」

浩子「奥さん、それでいろんな銀行の人とかに会ってたんですね。」

女性「えぇ、でも私どもの力不足で。というか、かえって、話しをこじらせちゃったりして。あ、今のはナシナシ。」

浩子「いいじゃないですか。この際、もっと聞かせてください。なにがあったんですか。」

女性「ん…そうねぇ。主人は、社長はね。サクラFMを続けるためだったら、どんな条件でも呑むっていって、いろんな方と交渉してたんです。ただ、条件の中で、どうしても受け入れられないことがあって。」

浩子「なんだったんですか。」

　　女性、言いにくそうに口をひらく。

女性「整理の途中で、融資してもいいという銀行の方があらわれたんですけど、その方、サクラFMの番組内容が、どうしても自分の趣味があわないっておっしゃって。それで、スタッフとキャストをいれかえることが条件だって言われてしまいましたの。あ、浩子ちゃんの声のことは、ぜんぜん気がついてなかったけど。」

　　浩子、驚く。江川と小野、あれれと顔を見合わせる。

浩子「P-TANさんとか？」

女性「うーん、どうだったかしら。」

浩子「言っちゃってくださいよ。」

女性「うふふ、そうね。実はね、その銀行の人、『ピーマンだかキートンだか知らんが、あぁいう下品なDJの声は聞くに絶えない』とかって、ひっどいこと言ったの。」

　　調整室の江川、うなづく。

江川「そりゃその通り。」

女性「そうしたら、それまで何言われても、ぜったい平気だったうちの主人が、突然怒り出して、『うちのスタッフを馬鹿にするなー』って言って、相手の人のこと、殴っちゃったのよ。」

浩子「えー社長が。」

女性「そう。そのときの後始末、本当にたいへんだったの。相手の方にも申し訳なかったし。私、泣いて主人のことを責めました。どうして、あんなことしたのっ。なにもかもぶちこわしじゃないって。」

44.公園＜インサート＞

女性と社長が公園で、深刻な顔でむきあっている。女性、泣いている。

女性「どうして、あんなことしたのっ。なにもかもぶちこわしじゃないっ。」

　　社長、うなだれる。口をひらく社長の声に女性の声が重なる。

女性「（声）そしたら、主人は、『うちのスタッフはみんな最高の連中なんだ。俺が育てた、俺の本当の作品は、あの連中なんだ。』って。」

社長「うちのスタッフはみんな最高の連中なんだ。俺が育てた、俺の本当の作品は、あの連中なんだ。」

　　女性、涙をぬぐいながら社長の胸にとびこむ。草むらからシャッターをきるP-TAN。

45.スタジオ（一部調整室）
浩子「…そういえば、そんなことありましたねぇ」

女性「え？」

浩子「あ、いえ、そんなことがあったんですかぁ。そうですか。社長がみんなのこと、そんなふうに思ってたなんて、私たち、気がつかなくて。私たちこそ、社長に甘えてたのかもしれません。」

女性「えぇ、でも、やっぱり若い人たちのセンスって、新しいし、面白いもの。私たちじゃぜったいかないません。みなさんは、本当に才能のある人たちばかりだと思います。主人がそう言うんですもの。大丈夫。これからも頑張ってってくださいね。」

調整室でうなだれている小野と江川。そこへずぶぬれ、泥だらけになって入ってくる橋本とP-TAN。肩で息をしている。

浩子「…ありがとうございます。奥様、いえ、会長もこれからもどうぞお元気で。…あの、最後にもう一言なにか。」

女性「え。最初と、同じ言葉になっちゃいますよ。」

浩子「なんでしたっけ？」

　　女性、ゆっくりと感情をこめて語る。

女性「…あなた…そして、スタッフのみなさん。長いあいだ、本当にお疲れ様でした。ありがとうございました。」

浩子「…ありがとうございました。」

　　浩子、おじぎをして手を小さくたたく。小野、江川、ぱちぱちと小さな拍手を送る。泥だらけの橋本とP-TAN、きょとんとしているが、なんとなくつられて拍手をする。

46.ワゴン車[夜]

菊地が社長の顔からガスマスクを外す。

菊地「…社長。すみませんでした。すみませんでした。すみませんでした。すみませんでした。」

何度も最敬礼して謝る菊地。社長、うなだれ、少し泪目になっている。

47．リスナーの家

　　正座して聞いていた受験生。呆然としている。その後ろにお姉さんの気配。お姉さん、両膝をつき、エプロンで顔をおおって泣いている。

姉「ううう…いいお話しねぇ。くぅ･･･」

　　受験生、ぽかんと口をひらいている。

48．サクラＦＭ[現在]
冒頭のシーンにもどる。ガランとした屋内を見渡している浩子。

浩子「（モノローグ）サクラFMの最後の放送は、そんなわけで、なんだかヘンな番組になってしまいました。そうして会社は倒産、放送免許は返上。あのチャンネルからは、もう何も聞こえてきません。そして、私たちは、それぞれの人生を歩いていくことになった…はずだったのですが…。」

浩子、顔をあげる。屋外からなにやら賑やかな音楽（どうやら星野エリカのあの曲のようである）を流しながら、近づいてくる車の音。そしてサクラFMの社屋前にその車が停車する。誰かが降りてきた様子。そしてドアを勢いよく開けて入ってきた人物が、大声で叫ぶ。

社長「なんだー、誰がきてんのかと思ったら、浩子ちゃんだったのかー。久しぶりじゃないか～。」

浩子「社長！。わー元気でしたかぁ。」

社長「元気・元気ぃ！元気の特大大盛りカレーだよぉ！どうだい、旦那とは仲良くやってるの？あいつの仕事、どう？」

浩子「はい、インターネットラジオが好調です。奥様は？」

社長「来てるよ。美っ香―。浩子ちゃんだったよー。」

　　美佐子、入ってくる。浩子、大喜びする。

浩子「奥さんー。」

美佐子「あはー元気だったー浩子ちゃん。」

浩子「えぇ奥さんも社長もぉ！ていうか、社長って不死身ですよね！」

社長「いやぁ、あの最終特別スペシャル番組のお蔭だよ！みんなのお蔭だよぉ！」

美佐子「なんだかねぇ、あれですっかり有名人になっちゃて、とうとうこんなことに引きずり出されちゃって」

社長「こんなことってなんですか！人情溢れる情熱派ってことで、大勢のみなさんが私を支援してくれたんじゃないですか。」

美佐子「大勢たって、立会演説会はガラガラじゃないですか。」

社長「サクラFMのリスナーより数倍は多い！大人気だっ！」

美佐子「はいはい、遅れますから行きましょうね。はい、これ。」

社長「おう！」

　　美佐子、社長にたすきを渡す。社長、受け取って袈裟懸けにし、頭の必勝鉢巻を美佐子と浩子が手伝う。浩子、しげしげと社長を見て、

浩子「社長、お似合いですよ。」

社長「だろー！」

　　社長の姿は、選挙の立候補者。たすきに「おおさわこうすけ」の太文字。

49．サクラFM社屋前
社屋から出てくる、社長、美佐子、浩子。停車しているのは屋根に看板を載せた選挙カー。「市長選候補おおさわこうすけ」と大書された文字。車の中から江川、P-TAN、橋本、菊池が、それぞれ頭に必勝鉢巻で身を乗り出す。

江川、P-TAN、橋本、菊池「いやっほー、浩子ちゃーん。」

浩子「あーみんなー、頑張って社長を当選させてねぇ。」

P-TAN「P-TANにおまかせだよぉ！」

橋本「俺が選挙参謀やってんだ！絶対当確間違いないっ！」

　　浩子、社長の手を握る。

浩子「じゃあ社長、しっかり頑張って、いい市長さんになってください。」

社長「うん、浩子ちゃんも、いい奥さんになれよな。小野ちゃんは才能ある奴だからさ！しっかり奴を支えてやってくれ。」

50．<インサート>小野の仕事場

  インターネットラジオを制作している小野の仕事風景

51.サクラFM社屋前
浩子「社長も、奥さん大事にしなきゃ駄目ですよぉ。」

社長、わかってる、という顔で親指をつきたてる。必勝鉢巻をした美佐子、笑って頭を下げる。選挙カーが発進し、音楽とともにP-TANのアナウンスが始まる。

P-TAN「サクラの街のみなさま。こんにちは。こちらは、市長選挙候補者、大沢浩介の選挙カーでございます。もとサクラFMの人気ＤＪ、人情溢れる情熱家、あの大沢浩介が、皆様の暖かいご支援ご声援のもと、市長選候補として帰ってまいりました。帰ってきたぜ、情熱派！おかえりあなた純情派！ええい、不況にあえぐこの街を、俺の腕っぷしで立て直してみせるぜ！福祉と教育！文化と芸術の振興を公約にひっさげて、大沢浩介、大沢浩介が、最後のお願いにやってまいりました。来る市長選挙には、どうぞ皆様の清き一票を、大沢浩介にどうぞよろしくお願い申し上げます。」

　　絶叫して遠ざかっていく選挙カー。選挙カーから半身を乗り出した社長が大きく手をふっている。笑いながら大きく手をふって見送る浩子。

浩子「がんばってー。がんばってー社長！奥さーん！P-TAN！江川さーん、橋本さーん、菊池さーん！サクラFMのみんなー！」

[終]
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